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Ⅰ．はじめに
社会や医療が⼤きく変化する中で，看護現場における
看護ケアのニーズも広がりをみせ，より専⾨的な多岐に
わたる能⼒を⾼めることが看護職者に求められつつある．
本学⼤学組織は愛知県内の看護職者への社会的期待に応
えるために⼤学院教育のあり⽅について専⾨看護師認定
課程，博⼠課程の設置について議論を重ねてきた．
平成17年度博⼠課程⼩委員会では，こうした検討をよ
り具体的なものとするために，本学⼤学院への看護職お
よび学部⽣の進学に関する意⾒や，本学⼤学院修了者の
雇⽤に関する意⾒を広く調査した．本稿ではこの調査の
うち，愛知県内の病院に勤務する看護師の調査結果を中
⼼に分析を⾏い，看護現場で働く看護師のニーズの視点
から本学⼤学院教育の課題を検討したので報告する．
Ⅱ．研究⽅法
１．調査対象
愛知県内の各病院の看護部⾨責任者に調査の趣旨と⽅
法を説明し，調査協⼒を依頼し同意が得られた25施設に
勤務する看護職（准看護師を含む）7184⼈を対象とした．
２．調査期間
平成17年６⽉中旬から７⽉下旬
３．調査⽅法
調査依頼⽂と⾃記式質問紙，厳封する封筒を各病院施
設に郵送した．回収は無記名・封書による留め置き法と
し，病院施設ごとにまとめてもらい返送を依頼した．
４．調査内容
１）回収率
対象は25施設で，回収数は4888⼈（回収率68.0％）で
あった．有効回答率は100％であった．
２）対象者の属性
⑴年齢，⑵取得免許，⑶最終学歴，⑷職位，⑸⼤学院
⼊学資格審査の認知
３）調査項⽬
現在の本学修⼠課程への進学希望，専⾨看護師（以下，
CNS）コース・認定看護管理者コース・助産師養成コー
ス設置後の進学希望と希望領域，博⼠課程設置後の進学
希望，進学時の仕事の継続の可否，進学の意思決定に問
題となるもの及び⼤学組織への希望，⼤学院の各課程に
関する意⾒．
■資料（調査報告）■
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3
愛知県⽴看護⼤学（基礎看護学），
4
愛知県⽴看護⼤学（学⻑）
４）分析⽅法
質問紙の返送をもって調査への同意とみなした愛知県
内病院25施設の看護師（保健師免許を有する看護師を含
む）4888⼈からの回答を分析対象とした．なお，准看護
師は36⼈と少なかったため分析対象から除外した．また，
助産師免許を有する者は⼤学院における助産師養成に関
する意⾒の傾向が異なる可能性があるため今回の分析か
らは除外した．⾃由記述で求められた回答は要約して類
以した内容をグループ化した．統計処理はSPSS13.0Jを
使⽤した．
５）倫理的配慮
対象者には調査⽬的，⽅法及び施設や個⼈が特定され
ないこと，結果の公表の可能性があること，研究⽬的以
外に回答を利⽤しないなど看護研究倫理原則に則って
データを扱うことを依頼⽂書に説明した．また，質問紙
の返送をもって同意とみなした．
Ⅲ．研究結果
１．対象者属性
１）年齢
平均年齢31.2（SD±8.7）歳．表１に⺬すように，20
歳代が54.1％と最も多く，次いで30歳代が27.7％であっ
た．
２）取得免許
分析対象者4888⼈のうち，看護師免許と共に，174⼈
（3.6％）が准看護師免許を取得し，475⼈（9.7％）が保
健師免許を取得していた．
３）最終学歴
看護師等養成所卒業者が最も多く，3631⼈（74.9％）
であった．次いで，⼤学卒業者が639⼈（13.2％），短期
⼤学卒業者が556⼈（11.5％）と続いている．修⼠課程修
了者は24⼈（0.5％），博⼠課程修了者は１⼈（0.02％）
であった．なお，無回答者は37⼈であった．
４）職位
表２に⺬すように，⾮役職者の看護師が4300⼈
（88.0％）であり，副主任から副看護部⻑クラスの役職
についている者は551⼈（11.2％）であった．
５）⼤学院⼊学資格審査の認知について
図１に⺬すように，資格審査制度・条件をよく知って
いる者は407⼈（8.3％），制度は知っているが資格条件は
知らない者が2313⼈（47.3％），制度を知らない者は2149
⼈（44.0％）であった．
年齢層別にみると，50歳代の認知度がもっとも⾼く，
年代が低いほど認知していない傾向があった（表３）．
学歴別にみると，⼤学院修⼠課程修了者の認知度がもっ
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表１ 対象者年齢
図１ ⼤学院⼊学資格審査への認知度
表２ 対象者の職位
とも⾼く，ついで，⼤学卒業者と続いていた（表４）．職
位別にみると，⾮役職者に⽐較して役職者の認知度は
20％以上も⾼かった（表５）．
２．⼤学院への進学ニーズ
１）現在の本学修⼠課程への進学希望
現⾏課程での本学修⼠課程へ進学したいと回答した者
は123⼈（2.6％），できれば進学したいと回答した者は
1453⼈（30.3％）であり，合わせて1576⼈（32.9％）か
ら進学を希望する回答を得た．なお，無回答者89⼈は除
く．
⼀⽅で，現在も将来も希望しないと回答した者は3183
⼈（66.3％），現在他⼤学修⼠課程在学中または修了して
いる者は40⼈（0.8％）であった．
学歴別に現⾏課程への進学希望をみると，専⾨・専修
学校卒業者と短期⼤学卒業者，⼤学卒業者では同様の結
果が認められた（表６）．年齢層別にみると，30歳代の進
学希望がもっとも⾼かった（表７）．職位別にみると，⾮
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表４ ⼤学院⼊学資格審査の認知と学歴
表３ ⼤学院⼊学資格審査の認知と年齢層
表５ ⼤学院⼊学資格審査の認知と職位
役職者よりも役職者の進学希望者割合が若⼲⾼かった
（表８）．
２）本学新設修⼠課程への進学希望と希望領域
CNSコースや認定看護管理者コース，助産師養成コー
スの新たな設置を内容とする本学新設課程へ，進学した
いと回答した者は335⼈（7.1％），できれば進学したいと
回答した者は2145⼈（45.7％）であり，合わせて2480⼈
（52.8％）から進学を希望する回答を得た．なお，無回
答者193⼈を除く．
上記１）の現⾏課程への進学希望者と⽐較すると，904
⼈の増加が認められた．⼀⽅，現在も将来も進学を希望
しないと回答した者は，2196⼈（46.8％）であった．
学歴別，年齢層別，職位別に現⾏課程との⽐較をする
と，すべてにおいて，新設課程への進学希望者の割合が
増加していた（表6∼8）．
新設課程を開講した場合に進学を希望する領域につい
て，表９に⺬す回答を得た（複数回答）．進学希望者2480
⼈のうちで希望者が最も多い領域は，がん看護（CNS）
の941⼈であった．次いで在宅看護（CNS）の628⼈，⽼
⼈看護（CNS）の464⼈，地域看護（CNS）の411⼈，⼩
児看護（CNS）の389⼈，認定看護管理者コースの388⼈
が続いている．
３）本学博⼠課程への進学希望と希望する研究分野
将来，本学に博⼠課程が設置された場合に博⼠課程へ
進学したいと回答した者は86⼈（1.9％），できれば進学
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表６ 進学希望と学歴
表７ 進学希望と年齢層
表８ 進学希望と職位
したいと回答した者は361⼈（7.9％）であった．また，
分野によっては進学したいと回答した者は，1010⼈
（22.1％）であった．ただし，無回答者310⼈を除く．開
設する研究分野と，進学希望者の志望分野が合致するな
らば，合計1457⼈が博⼠課程への進学を希望することに
なる．
博⼠課程への進学希望者を学歴別にみると，⼤学院修
⼠課程修了者の進学希望がもっとも⾼く，⼤学卒業者と
短期⼤学卒業者，専⾨・専修学校卒業者の希望割合はほ
ぼ同様であった（表10）
年齢層別にみると，30歳代の進学希望者割合がもっと
も⾼かった（表11）．職位別には，進学希望割合に違いは
みられなかった（表12）．
希望する研究分野について，記述にて回答を求めたと
ころ，340⼈から回答が得られた．記述内容から看護学
研究分野と他の研究分野に分類し，看護学研究分野は類
似する研究分野ごとに集計した．記述内容に複数の研究
分野が記されている回答は，研究分野ごとに１回答とし
て分離して集計した．なお，「CNSコース」や「WOC」な
ど博⼠課程研究分野に該当しないと考えられる回答も数
多くあった．これらは除外して集計した．
結果は表13に⺬すように，15の研究分野とその他の分
野へと分類できた．希望が最も多かったのは，がん看護
に関連する分野であり，次いで成⼈看護学急性期に関す
る分野，⼩児看護学に関する分野，⺟性看護学・助産学
に関する分野，精神看護学に関する分野と続いている．
その他に⺬すように，⼼理学など看護学以外の学問領
域を希望するとの回答も認められた．
⼤学院⼊学資格審査認知状況から博⼠課程進学希望結
果をみると，進学希望者の36.5％が資格審査に関して認
知が低かった（表14）．
本学に博⼠課程が設置されても進学を希望しない者は
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表９ 新設課程進学希望領域
表10 博⼠課程進学希望者と学歴
表11 博⼠課程進学希望者と年齢層
3112⼈（68.0％），他⼤学⼤学院に在学中または修了して
いる者は９⼈（0.2％）であった．
４）⼤学院進学希望者の仕事継続意向
⼤学院に進学を希望する回答者へ，進学する場合に現
在の仕事を継続するか，辞職するかを質問し，進学希望
者の2058⼈から回答を得た．結果，表15に⺬すように継
続すると回答した者は1027⼈（20.1％）であり，辞職す
ると回答した者は554⼈（11.3％），わからないと回答し
た者は477⼈（9.7％）であった．
継続するとの回答者1027⼈に継続⽅法を質問した結果
（表16），1000⼈から回答を得た．現状のままとの回答
は240⼈（23.3％）であり，勤務形態や部署の変更が可能
であれば継続するとの回答が744⼈（72.4％）と多かった．
他の継続⽅法について，記述回答を集計した結果，16⼈
（1.5％）から回答を得た．「休職希望」が８⼈，「職場と
の調整」５⼈，「夜間開講があれば継続する」２⼈，「現
⾏の科⽬等履修制度を利⽤する」１⼈であった．
辞職するとの回答者554⼈にその理由を質問した結果
（複数回答）（表17），職場の勤務形態や修業状況から継
続は難しいとの回答が388⼈と最も多かった．次いで，
仕事の継続は可能であるが学業に専念したいとの回答が
138⼈，地理的問題があり仕事の継続は難しい78⼈，服務
規程で辞職しなければならない44⼈であった．他の辞職
理由について，記述回答を集計した結果，４⼈から回答
を得た．「家庭の事情」が３⼈，「経済的理由」１⼈であっ
た．
仕事の継続について，年齢層別にみると，20歳代に辞
職の意向がもっとも⾼かった（表18）．職位別にみると，
役職者の８割以上が継続する意向をもっていた（表19）．
５）⼤学院進学の意思決定時に問題となることと，⼤学
への要望
対象者4888⼈の32.2％にあたる1575⼈から記述回答を
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表14 博⼠課程進学希望と⼊学資格審査の認知
表13 博⼠課程 希望する研究分野
表12 博⼠課程進学希望と職位
表15 仕事継続意向
得た．記述回答を意味内容ごとに分離し，①意思決定時
に問題となること，②⼤学への要望，それぞれについて
類似項⽬ごとにカテゴリー化して集計した．
⑴ 進学の意思決定をする際に問題となるもの（表20）
最も多かった回答は経済的問題であり，778⼈の回答
に記載されていた．次いで，仕事との両⽴，家庭との両
⽴，⾃⼰の学⼒や年齢など個⼈的問題，教育課程，受験
や就学に伴う時間確保，修了後の就業状況，⼊学資格・
試験，キャンパスの⾄便性，教員の質と続いている．
⑵ ⼤学組織への要望（表21）
最も多かったのは，教育課程についてであった．上記
⑴で仕事との両⽴が問題となるとの回答が多くあったこ
とを反映し，仕事との両⽴を前提とした回答が多く認め
られ，夜間コースの設置や通信課程，⼟⽇休⽇開講，修
学年限延⻑コースといった回答が多く認められた．次い
で，経済的援助としての奨学⾦制度や授業料減額であっ
た．情報提供を求める回答もあった．⼊学資格・試験⽔
準の緩和では，社会⼈枠の拡⼤や⼊学受け⼊れを緩和し，
修了レベルを⾼くすることを希望する回答もあった．託
児施設を求める回答もあった．
３．修⼠課程における，CNSコース，認定看護管理コー
スの設置に対する意⾒
有効回答数4888⼈に対して当該質問に対する記載は
1036件あった．ここから，「特になし」または「なし」と
記載されたものを除いた994件の⾃由記載を分析の対象
とした．⾃由記載意⾒の概要を表22に⺬した．
994件の記載内容のうち，「設置に賛成する意⾒」が630
件（63.4％）であり，最も多かった．具体的には，単純
に「賛成」「是⾮設置して欲しい」というものやCNSコー
ス，認定看護管理者コースの「設置はよいことである」
という意⾒が287件（28.9％）であった．「看護師の専⾨
性を⾼めるためにCNSや認定看護管理者コースの設置
は必要である」という意⾒が159件（16.0％）であった．
次に，「CNSを取るため，県外に出なければならない．
今のところ職員の⾝分保障ができているので県⽴看護⼤
学でこれらが設置され，当院の職員が⼊学，卒業できる
ようになると予算から⾒ても有益である」「愛知県内で
学習できる場があるといい」などのように，愛知県内に
設置されることに賛成する意⾒が，100件（10.1％）と多
かった．また，設置によって「CNS，認定看護管理者が
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表16 仕事の継続⽅法 表17 辞職の理由（複数回答）
表18 仕事継続意向と年齢層
表19 仕事継続意向と職位
増えることはよい」いう意⾒は26件（2.6％）であった．
続いて，「設置⽅法に関する希望」が133件（13.4％）
であった．内訳は，「コースの種類を増やして欲しい」と
いう意⾒が44件（4.4％）であり，看護管理やがん看護の
希望が多かった．「仕事をしながらでも⾏けるようなシ
ステムにして欲しい」という希望が32件（3.2％）であっ
た．「奨学⾦制度をつける」「学費を安くして欲しい」と
いう意⾒が14件（1.4％）であった．
「CNSコース，認定看護管理者コースについてカリ
キュラム内容，受験資格，資格制度などについて詳しく
知りたい」という意⾒は，46件（4.5％）であった．
「受験資格に関する希望」が40件（4.0％）であった．
具体的には，「机上の空論になっては意味がないので，臨
床経験がある程度あり，その中から⽬的意識を持った⼈
が進学できるようにするのがよい」などのように「臨床
経験を重視して欲しい」という意⾒が18件（1.8％）であっ
た．学歴について，「⼀般⼤学卒や専⾨学校卒，短⼤卒で
も受験できるようにして欲しい」という意⾒が７件
（0.7％）であった．
「教育内容に関する意⾒」が29件（2.9％）であり，「医
療の現場と学校教育でのギャップが多い領域であると痛
感する為，現場の実情を加味した上で役⽴つような授業
内容や制度の導⼊を求める」などの意⾒が記載されてい
た．
「資格を⽣かせる現場の整備」に関する意⾒が，23件
（2.3％）であった．回答例は「各種資格や専⾨知識を活
⽤できる現場がまだ少ないので，⼈員養成と同時に，現
場での必要性や有資格者の活⽤⽅法をアピールしていく
必要がある」「学歴をただ重ねるだけでは意味がない．
資格が⽣かせる場が必要．待遇なども受け⼊れる側とし
て考えて欲しい．それでなくては，時間とお⾦をかけて
頭でっかちになるだけ」という意⾒が23件（2.3％）であっ
た．
コースの設置に否定的な意⾒として，以下のような意
⾒があった．「CNSは学校にいく期間が⻑すぎて，現場
をわすれてしまいそうである」「修⼠課程でしか，認定を
受けられないような，社会にして欲しくない」「修⼠を⽬
指すことは世の中の流れとしてよいことではあるが，現
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表21 ⼤学への要望
表20 意思決定時に問題となること
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表22 CNS，認定看護管理者コース設置に関する⾃由記載による意⾒の概要
場での看護⼒の向上には⾮協⼒的で，職場がCNSに対し
評価が低いため，修了後は孤独な⽴場として想像できる」．
CNSコース，認定看護管理者コースのあり⽅に関して，
「CNSの認定を国家資格までに引き上げ，収⼊に結びつ
く制度であれば，取得を考える」「専⾨職⼤学院や法科⼤
学院のようにもう少し⽬的を明確にしたほうがよい．ま
た薬学部も６年間の教育になる中，⼤学での看護学のあ
り⽅をまず検討してはどうか」という意⾒であった．
最後に「わからない」「資格やコースの内容がわからな
いので回答できない」という記載が36件（3.6％）であり，
「興味がない」という記載が17件（1.7％）であった．
４．修⼠課程における助産師養成コースの設置に対する
意⾒
対象者4888⼈の11.8％にあたる566⼈から記述回答を
得た．設置に対しての回答を１）賛成意⾒，２）否定意
⾒や興味がない意⾒，３）賛成・反対の判断がつかない
意⾒，４）その他と⼤きく４分類にした．さらにそこか
ら記述回答を意味内容ごとに分離し，それぞれについて
類似項⽬ごとに集計した．
１）設置に賛成する意⾒
設置に対しての回答は，「賛成」や「設置に賛成」とい
う賛成意⾒は238件であった．また理由内容の記載があ
るものは150件あった．
⼀番多かったものは，「質の向上・専⾨性が⾼まる」28
件で，以下は次の通りであった．「現⾏の教育システム
より修⼠に設置した⽅が良い」18件，「助産師の⾨⼾が広
がる」13件「助産師を⽬指す⼈には良いことだ」10件，
「少⼦化だからこそ必要」５件，「需要があれば設置した
⽅が良い」２件，「その他」18件であった．そのうち「そ
の他」の回答例は，「助産師の国家試験も受けられるとよ
いと思う」，「定員枠は少ないと思うが，あればよいと思
う」であった．
２）否定意⾒や興味がない意⾒
設置に対して否定的な意⾒や興味がない意⾒は53件で
あった．そのうち，理由内容の記載があるものは23件
あった．その内容は，「新たに修⼠課程を設置すること
への疑問」14件，「少⼦化のため必要がない」７件，「そ
の他」２件であった．そのうち，「その他」の内容には，
「⼀度就職してしまうと再度勉強するのは困難だと思
う」，「愛知県⽴看護⼤学⾃体が病院に付属していないの
で病院側の理解を得るにあたり，学⽣にとって学びやす
い環境を整えることができるように進めていくことがや
や難しいような気がする」と記述されていた．
３）賛成・反対の判断がつかない意⾒
設置に対してわからない意⾒は73件であった．そのう
ち，理由内容の記載があるものは31件であった．その内
訳は，「現⾏のシステムとの違いがわからない」18件，「助
産師養成コースについてわからない」13件であった．
５．博⼠課程設置に対する意⾒
対象者4888⼈の8.0％にあたる393⼈から記述回答を得
た．記述回答を，博⼠課程の設置に対して１）賛成意⾒，
２）否定意⾒や興味がない意⾒，３）賛成・反対の判断
がつかない意⾒，４）その他を⼤きく４分類し，さらに
それぞれの内容について類似項⽬ごとに集計した．
１）賛成意⾒
設置に対して賛成意⾒は121件であった．そのうち，
理由内容の記載があるものは36件あった．そのうちの類
似項⽬は以下の通りであった．「看護の質の向上・専⾨
性が⾼まる」22件，「その他」14件であった．「その他」
の主な回答例は，「看護⼤学に博⼠課程できるとはとて
もよいと思う．⼤学卒だけではなく，現在はキャリア
アップのため修⼠・博⼠まで取得したい⼈は沢⼭いると
思う」「賛成．出来るだけ沢⼭学べる場所が欲しい」など
があげられた．
２）賛成・反対の判断がつかない意⾒
設置に対して賛成・反対の判断がつかない意⾒は87件
であった．そのうち，理由内容の記載があるものは18件
あった．その内容は，「博⼠課程の制度がわからない」16
件，「修⼠と博⼠の違いがわからない」２件であった．
３）否定意⾒や興味がない意⾒
設置に対して否定意⾒や興味がない意⾒は44件であっ
た．そのうち，理由内容の記載があるものは24件あった．
その内容は「博⼠取得後，給料は上がるのか．看護師を
あまり学歴によって序列をつけて欲しくない」，「CNSは
必要だと思うが，現在，病棟ではCNSが特別視され，ジェ
ネラリストたちは軽視されている印象を受けているため，
あまり賛成する気はない」であった．
愛知県⽴看護⼤学紀要 Vol. 11, 95−107, 2005104
４）その他
設置に対してその他の意⾒は153件であった．「システ
ム・カリキュラムに関しての要望」21件，「博⼠を修了後
の進路やメリットについて知りたい」17件，「学問より臨
床経験を重視すべきである」15件，「仕事と両⽴ができる
職場環境」12件，「修了後の臨床への還元」８件，「教員
の質に対して」９件，「県内に必要・定員枠を増やして欲
しい」８件，「受験資格条件について」６件，「博⼠に関
する情報が知りたい」５件，「博⼠設置にはアピールが必
要」３件，「その他」42件であった．その他の主な回答例
は，「⾃⼰の開発になる」，「臨床で働ける博⼠修了者のス
ペシャリストを育てるべきだと思う」「結局のところ，講
義・ゼミ，博⼠論⽂が中⼼になってしまう博⼠課程なの
でしょうか」であった．
Ⅳ．考察
１．対象者の背景と進学ニーズ
１）⼤学院⼊学資格審査の認知と対象者の背景
各年代とも「制度は知っているが条件は知らない」「知
らない」がほとんどを占めており，特に20歳代∼30歳代
は併せて90％以上であった．⼀⽅，「知っている」と回答
した割合がもっとも⾼い層は50歳代であった．また，学
歴での認知度の格差をみてみると，⼤きな違いがみられ
なかった．このことから，学歴に関係なく年齢の若いス
タッフ層ほど制度を詳しく知らないことがわかった．
２）進学希望と対象者の背景
現⾏課程での「進学したい」「できれば進学したい」を
合わせた進学希望者は32.9％であったが，CNSや認定看
護管理者コース，助産師養成コースの新たな設置を内容
とする本学の新設修⼠課程への進学希望者は，現⾏課程
を上回る52.8％の存在を認めた．このことは，学歴，年
齢層，職位によってもすべて同様に現⾏課程と⽐較する
と新設課程の⽅に希望者が存在していたことが確認でき
た．特に年齢層別では30歳代の進学希望者がもっとも⾼
く，職位別では⾮役職者より役職者進学希望者割合が若
⼲⾼かった．
新設課程での希望領域別（CNSコース・認定看護管理
者コース・助産師養成コース）を概観すると，がん看護
37.9％，在宅看護25.3％で，以下10％代で多かった分野
は，⽼⼈看護，地域看護，⼩児看護，認定看護管理，精
神看護，成⼈看護（慢性期）の順であった．このことは
平井らの先⾏研究
1)
での進学希望群における希望別分野
でも地域看護学，成⼈看護学，在宅看護学が上位で進学
希望者の関⼼領域は順位の変動があったものの変わりな
いことが⺬された．
また我部⼭らの先⾏研究
2)
でも希望するCNS領域を
がん看護，地域看護を上位に⺬されていることから，が
ん看護や地域・在宅看護はCNSコースの設置に⺬唆を与
える内容がわかった．
これらのことから，新設課程の設置は愛知県内看護職
の進学ニーズと適合していると推察でき，新設課程には
何らかの意義があると思われる．
本学に博⼠課程が設置された場合の進学希望は，現⾏
課程及び新設修⼠課程よりも全体の⽐率から概算すると
低率であった．
対象者の年齢層別では30歳代の進学希望がもっとも⾼
かった．職位別には，⾮役職者も役職者も割合に違いが
みられなかった．また，学歴別では修⼠課程を修了した
者が⼀番⾼かったが，専⾨・専修学校・短期⼤学・⼤学
の三者間ではほぼ同様の結果であった．
以上から修⼠課程と博⼠課程の進学希望者が30歳代に
多く存在することが確認できた．この年齢は，臨床で中
堅ナースから経験を積み重ね達⼈ナースへの移⾏期であ
る
3)
ということと，平井ら
1)
や近藤ら
4)
の先⾏研究が⺬
すように進学動機には「専⾨的な学問の習得」，「勉強の
必要性を感じた」という理由が⾼値であったことから臨
床経験の積み重ねから更なる看護実践能⼒の向上意欲と
関連があると考えられる．さらに最近の病院施設で⾏わ
れている⼈材育成等によって⾃⼰のキャリア開発が進学
への動機付けになっているとも推察できる．
進学希望者の中で学歴の差がないことから，今後資格
審査の新たなる基準を検討する必要があると思われる．
３）仕事継続意向と対象者
「進学後も仕事を継続したい」と回答した者は50％近
くの割合を確認できた．これは，平井らの研究
1)
で，「進
学希望群のほとんどが現職場で働きながら進学を果たし
たいという願望を持つ者が多い」と述べられており，さ
らに我部⼭らの研究
2)
でも「職場と受講時間との両⽴が
できるような⽅策の採⽤」の希望者が多かったと報告さ
れており本調査と同様の結果であった．
継続⽅法で多かった項⽬は，「勤務形態や部署の変更」
で73.3％を占め，これは辞職理由で71.4％を占めた「勤
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務形態や就業状況のため」と相関する．つまり，病院施
設側と⼤学組織側の双⽅が，⽀援体制を具体的に検討す
る必要があるといえる．
２．進学を促す⼤学組織側の⼯夫や改善
１）本⼤学院における情報公開
現⾏における⼤学院⼊学資格審査の認知度は，「制度
を知らない」と回答した者は44.0％で，「制度は知ってい
るが条件を知らない」と回答した者を合わせると91.3％
が資格審査を知らないという結果になる．また，新設課
程予定領域においての⾃由記述の結果からも，「修⼠や
博⼠に関する制度を知らない（知りたい），わからない」
に属する⾃由回答はすべて合わせて130件であった．ま
た，修⼠課程で認定看護師を取得できると認識されてい
る⽅もいた．
⼀⽅，本学博⼠課程での希望分野の回答の多さは，研
究分野に関するイメージが困難な状態での回答となって
いる可能性がある．これは情報不⾜を物語っている⼀旦
であるといえる．
このような結果を踏まえ，さらに本学の新設課程予定
に52.8％の進学ニーズがあること，そして⾃由記述に情
報公開と⼤学院のアピールの必要性を回答していること
もあわせて考えると，現在⾏われている広報を⾒直すべ
きだといえる．
福井ら
5)
の研究において，⼤学本部と研究科・学科・
研究所などに置いている部局の双⽅の広報セクションで
の活動内容で多いものは，「ホームページの開設」「学外
向け広報誌の発⾏」「学内向け広報誌の発⾏」「新聞や雑
誌広告」「社会・⼀般向けのイベントの開催」「広報ビデ
オ・DVD・CD-ROMの制作」などが挙げられており参考
になるであろう．しかし，広報の年間活動予算に視点を
あてると公⽴が⼀番低くなっており，広報の専従者は公
⽴では本部及び部局とも0.0％であったことから，愛知
県広報公聴課との連携を強め，横割り⾏政を進めて⾏く
ことが必要であると考える．さらに，看護系⼤学の特⾊
として病院施設に多くの看護職が存在していることから
直接病院施設に⼤学院に関する情報を発信していくこと
も⽅策になるであろう．
２）仕事との両⽴が実現可能になる⽅策
進学の意思決定に問題となる最も多い要因が経済的問
題であった．それと供に仕事との両⽴を希望している回
答も多く，澤井らの研究
6)
でも同様の回答が報告されて
いる．この結果より⼤学組織は，看護職が仕事を辞職せ
ず学業との両⽴が実現可能になる⽅策を⼀番に考えなけ
ればならないだろう．
現在の愛知県⽴⼤学組織は，科⽬等履修⽣の個別の⼊
学資格審査の整備やサテライトキャンパンスなど微⼒な
がら⽅策を取り続けている．しかし，今回の結果から決
して充実しているとは⾔い難いことがわかった．特に，
平成13年度のニーズ調査結果や他の先⾏研究
1)2)
でも同
様の結果があらわれた「夜間開講コース」，「⼟・⽇・祝
⽇開講」，「修業年限延⻑コース」の設置は，必須の改善
を要すると考える．
ただし「⼟・⽇・祝⽇開講」においては，現在，隔週
⼟曜⽇にサテライトキャンパスにて開講していることは
評価すべき内容である．だが，平成15年度の村⼭らの研
究
7)
でサテライトキャンパスの今後の課題として，①⼤
学院レベルの講義内容の維持，②科⽬等履修⽣の⼤学院
への進学の推進，③⼤学院⽣，科⽬等履修の相互作⽤の
促進，④サテライトキャンパスの開講科⽬の多様性，⑤
教育設備の改善，担当教員と科⽬等履修⽣の連絡・調整
をあげているため，これらは社会⼈のニーズに応えるた
めにも引き続き今後も検討していく内容にすべきであろ
う．また「夜間開講コース」では，⾃由記述にも挙げら
れていたようにキャンパスの⽴地条件や通学条件を考慮
して欲しいニーズを考慮すると，JR⾼蔵寺駅から徒歩約
20分を短縮する⽅向や開始時間の改善の余地がある．
３）⼊学選抜⽅法と修了後の進路
現在の社会⼈特別選抜⽅法の基準は実務経験10年以上
という付帯要件を課せられている．だが，今回の調査で
注⽬すべきは，20∼40歳代の進学希望者が他の年齢層よ
り多いことである．そのため20歳代からの⼊学を可能に
するためにも実務経験年数の再検討をすべきであろう．
次に，新設課程を開設する場合の⾃由記述からうかが
えるように，修了後の職場で活かされる体制の整備を望
む回答から，病院施設と⼤学組織が⼀体となって⽀援で
きる体制作りを模索して⾏かねばならないと考える．
４）新設課程の設置について
新設課程の設置について⾃由記述で賛成意⾒と回答し
た割合は，CNS・認定看護管理者コースは63.4％，助産
師養成コース設置68.0％，博⼠課程設置23.7％であった．
特にCNS・認定看護管理者コース，助産師養成コースの
設置は６割以上が賛成であったことから，本学での開設
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を促す結果といえる．その賛成意⾒の多くは看護の質の
向上や専⾨性が⾼まることを理由としている．その反⾯，
知識が先⾏してしまうのではないかと危惧する回答や臨
床経験の⼤切を唱える回答があったことから教育カリ
キュラムの構築はこのようなニーズを反映した吟味が望
まれる．
そして，教員の質を問う回答も多くみられた．2000年
に⼤学審議会から出されたグローバル化時代に求められ
る⾼等教育の在り⽅についての答申で，⼤学の教員は，
研究者としてばかりでなく，教育者としてのアイデン
ティティを持つこと，および学⽣の教育の改善には，個
⼈ばかりでなく組織として取り組むことという２つを強
調している．また，⽥中は⼤学が⼤衆化された近年にお
いて⼤学の教員は研究者の前に教育者であるという理念
を根底におき教授の質を向上していく必要があると唱え
ている
8)9)
．
現在本⼤学組織ではFD委員会を通し活動を続けてい
るが，前述のこれからの主旨から，統合化や法⼈化に向
けても，委員会に委ねるだけでなく，教員⼀⼈⼀⼈が真
摯にFDを検討し組織的に取り組み続けていかなければ
ならない重要な⺬唆を得たと考える．
Ⅴ．まとめ
愛知県内の病院で働く看護師を対象に，愛知県⽴看護
⼤学⼤学院への進学ニーズを調査した結果，看護師が⼤
学院への進学を希望（現⾏課程への進学希望32.9％，新
設修⼠課程への進学希望52.8％）していながらも，進学
体制を整えることに苦慮していることが明らかになった．
また本学⼤学組織員⼀⼈⼀⼈が，この調査結果を共有
し，そして修⼠課程におけるCNS・認定看護管理者コー
ス，助産師養成コースの新設，博⼠課程新設など，⼤学
院教育課程の充実と，就学しやすい制度の拡充を果たす
ことは，本学⼤学組織にとって意義があることだと⺬唆
された．
［本調査は平成17年度博⼠課程⼩委員会活動の⼀環と
して実施されたものである．］
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